
地域医療構想策定調整会議における協議について 

■素案完成までのプロセス 

調整会議stage 【第1回】 7月 8月 【第２回】 9月 10月 【第3回】 11～12月 12月   3月 

 

 

 

 

 

策定のプロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2025 年のあるべき医療提供体制を目指すため

に、医療需要と医療供給を具体化する区域を設

定します。  

  

 

 

 

 

 2025年の医療提供体制で 

必要な各医療機能の病床数を

算定し、施策を検討します。 

  

 

 

 

 

 必要病床数が決定後、2025

年の医療提供体制を実現する

ために必要は施策を取りまと

め、構想（素案）を決定します。 

  

その他プロセス 
       ①研修                      ②研修                              ③研修  パブリック                                関係団体等 

                                                   コメント                   意見聴取 

 

■協議の内容 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step１ 

構想区域の 

設定 

Step２ 

必要病床数の推計 

 

・医療需要の推計 

・医療提供体制の 
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Step３ 

構想（素案）の決定 
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①医療需要の推計 

2025年の医療需要(患者数）を推計した上で、医療供給(構想区

域内の医療機関が入院医療を行う患者数）の増減を見込みます。 

②医療提供体制の検討 

現在の二次医療圏の医療機能、疾病別（がん、脳卒中、急性心 

筋梗塞等）の医療提供体制を改めて確認し、将来の医療提供体 

制の姿を想定します。 

③構想区域の設定判断 

②で検討した医療提供体制が現在の二次医療圏で目指すことが 

可能か検討します。 

 

構想区域の判断 

※二次医療圏と異なる設定の意見となった場合は、関係する地域の 

調整会議との調整等が必要になります。 

Step１ 構想区域の設定 

①将来の医療提供体制の確定 

 Step１で検討した2025年の医療提供体制の 

姿を決定し、構想区域内の供給数を確定しま 

す。 

②必要病床数の算定 

確定した医療供給により、各医療機能の病 

床の必要量を算定します。 

※構想区域間で調整が必要な場合には、医療審 

議会で調整します。 

③施策の検討 

 必要病床数と病床機能報告の集計数を比較 

し、課題を洗い出した上で、その課題に対応 

する必要な施策を検討します。 

Step２ 必要病床数の推計 

 
施策の確認 

Step２で検討した施策について、調整会議の 

委員以外の関係機関やパブリックコメント

の意見も踏まえながら、記載する施策を取り

まとめます。 

 

地域医療構想（素案）の決定 

Step３ 地域医療構想（素案）の決定 

 

医療審議会における審議 

参考資料３ 


